
 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口小学校 

『家庭学習の手引き』 

『自主学習ノート活用の手引き』 

令和３年度版 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



保護者用）      家庭学習の手引き          

                       ～自ら学ぶ子どもたちへ～                山口小学校 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その１  基本的な生活習慣を身に付けましょう。 

早寝早起き・朝食・朝の排便を大切にする。 

その２  家庭の学習環境を整えましょう。 

決まった場所で、一定の時間、テレビを消して学習に集中する。

その３  学習習慣の定着をめざしましょう。 

宿題（基本的な学習）や自主学習の習慣を身に付ける。 

         

 

 

 
○低学年・・・家庭でも勉強するという習慣を身に付ける。    

○中学年・・・宿題の習慣化と自主学習を少しずつできるようにする。  

○高学年・・・宿題と自主学習をともに習慣化する。                

 

 

   

○子どもがやり遂げられるように声をかけ、励ましましょう。 

〈できれば子どものそばに寄り添って〉 

○子どもが学習したことにできるだけ目を通し、声をかけましょう。 

   「よく頑張ったね」「自分から出来たね」「速くなってきたね」「丁寧にしあげたね」等 

  保護者は一番のサポーター。励ましが子どものやる気を引き出します。 

○子どもが尋ねてきた時は、できる範囲で教えてあげましょう。 

※家庭学習でつまずきが見られる場合は、担任にご相談下さい。 

※手立ては早い目に、放課後学習も是非ご活用ください。 

 

小学校の学習は、将来社会人として自立するための基礎となるものです。特に、「聞くこ

と」「話すこと」「読むこと」「書くこと」「計算すること」は、欠かすことのできない生

きるための大切な力です。学校では、この生きる力のもととなる基礎学力を高めるために

日々取り組んでいますが、家庭と連携することで、さらにその力は何倍にも高められます。

学校で学んだことを家庭において家庭学習という形で習慣化することで、一層定着し、自信

や意欲も増し、生きる力を高めることにつながるものと考えています。 

 この家庭学習の手引きを参考にしていただき、低学年から家庭学習の習慣を身に付けてい

きましょう。 

家庭が学びの場となるために 

 

学年に応じた家庭学習の目標 
 

保護者として気をつけてほしいこと 



 

 

 １ 学習
がくしゅう

のきまり 

 

 

 

 

 

 ２ はじめに宿題
しゅくだい

をしましょう。 

 （終
お

わったらおうちの人
ひ と

にみてもらいましょう） 

 ３ 時間
じ か ん

があれば、チャレンジしてみましょう。 

【国語
こ く ご

】 

◆きょうかしょをよむ。 

◆ひらがな、カタカナをれんしゅうする。 ※ていねいにかく。 

◆かんじをおぼえる。 ※かきじゅんやおくりがなにも気
き

をつけて！ 

◆にっきやえにっきをかく。 

◆いろいろな本をよむ。 

       ※学校
が っ こ う

の図書室
と し ょ し つ

や移動
い ど う

図書館
と し ょ か ん

でかりた本
ほん

をよむ。 

       ※コミュニティセンターでかりた本
ほん

をよむ。（かならず、おうちの人
ひ と

といっしょにでかけましょう。） 

◆わからないことばはすすんでおうちの人
ひ と

にきく。 

◆おうちの人
ひ と

にがっこうのことやともだちのことをおはなしする。 

【算数
さ ん す う

】 

◆きょうかしょのもんだいをもういちどやってみる。 

◆学校
が っ こ う

でまちがえたもんだいをやりなおす。 

◆けいさんのれんしゅうをする。 

※１年生はくり上がりのたしざん、くり下がりのひきざん 
※２年生はかけざんの九九       

  ４ 家庭
か て い

学習
がくしゅう

が終
お

わったら 

◆明日
あ し た

のがくしゅうのよういをする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭
か て い

学習
がくしゅう

の仕方
し か た

（１・２年生） 

○学習
が く し ゅ う

をはじめるまえに 

  ①がくしゅうをするときはテレビをけしてからはじめましょう。 

  ②きめられたばしょでとりくみましょう。 

  ③つくえやテーブルの上をかたづけてからはじめましょう。 

  ④がくしゅうがおわるまでしゅうちゅうしてとりくみましょう。 

 

☆まもろう！生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

 

①夜
よ る

は、９時
じ

までにねよう。朝
あ さ

は、７時
じ

までにおきよう。 

②朝
あ さ

ごはんはかならず食
た

べよう。 

③テレビとゲームの合計
ご う け い

時間
じ か ん

は、１時間
じ か ん

以内
い な い

にしよう。 

④いろいろな本
ほん

をたくさん読
よ

もう。 



 

 

１ 学習のきまり 

 

 

 

 

 

２ はじめに宿題
しゅくだい

をしましょう。（終わったらおうちの人にみてもらいましょう） 

３ 時間があれば、チャレンジしてみましょう。 

【国語】 
◆教科書を読む。 
◆漢字をおぼえる。 ※書き順、読み方、意味、送りがなに気をつけて！ 

◆意味調べをする。 ※国語辞典で調べて、意味をノートに書く。短文を写す。 

◆学校で学習したことを自分なりにノートにまとめる。 

◆習っているところをていねいにノートに書き写す。 

◆日記や生活文を書く。 

◆読書をする。  ※学校の図書室や移動図書館でかりた本をよむ。 

              ※コミュニティセンターの図書室の利用（お家の人といっしょにでかけましょう。） 

◆おうちの人に学校やともだちのことをおはなしする。 

【算数】 

◆学校でまちがえた問題をやりなおす。 
◆教科書の問題をもう一度やってみる。 

◆計算の練習をする。 

◆学習用具になれる。 

３年生・・・三角定規やコンパスの使い方   

４年生・・・分度器と三角定規（角度 垂直 平行） 

  ４ 家庭学習が終わったら 

◆明日の学習の用意をする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習の仕方（３・４年生） 

○学習を始める前に 

①学習するときは、テレビを消してから始めましょう。 

②決められた場所で取り組みましょう。 

③つくえやテーブルの上をかたづけてから始めましょう。 

④何を学習するか決めてから取り組みましょう。 

⑤学習が終わるまでは集中して取り組みましょう。 

☆まもろう！生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

 

①夜は、９時までにねよう。朝は、７時までに起きよう。 

②朝ごはんはかならず食べよう。 

③テレビとゲームの合計時間は、１時間半以内にしよう。 

④いろいろな本をたくさん読もう。 



マナビーノ 

はじめは“自分で学習する”ことが 

習慣になるようにがんばりたいね！ 

自主学習ノート活用の手引き  

 

１ 自主学習ノートのねらいとめざす子供の姿 

 （１）ねらい 

     基本的な学習スタイルの定着を図るとともに、子供が自ら興味・関心のある課題を追求し、子供自身で

学びを広げる力を育成することをねらいとして取り組みます。 

     子供が自らの力で「知らなかったことを知った」、「できなかったことができた」という学ぶよろこびを実感するこ

とで自己肯定感を育み、何事にも粘り強く取り組む学びの姿の育成を目的とします。 

（２）めざす子供の姿 

○ 規則正しい生活習慣の中で正しい学習スタイルを身につける 

○ さまざまな課題にむかい、子供自ら答えを「獲得」する 

○ どんなことにも根気よく取り組む 

○ 「つまり、こういうことか」と論理的思考力を高める。 

○ 自ら学びを広げたり、深めたりする 

 

【９年間を通した学びの姿】 

 

１年生 

２年生 

《学びの種をまき、学びの芽が育つ時期》 

・決まった時間に決まった場所で取り組む 

・『自分でやってみる！』という意欲を持つ 

・疑問「？」や気付き「！」を書きとめる 

  

 

３年生 

４年生 

《学びの葉を広げ、ぐんぐんのびようとする時期》 

・『得意なこと』や『好きなこと』を見つける 

・疑問や気づきを広げる 

・ひとつの課題に根気よく取り組む 

   

 

５年生 

６年生 

《学びの根を広げ、学びの幹を育てる時期》 

・苦手なことや新たなことに粘り強く挑戦する 

・知識や調べた情報を整理して、筋道立ててまとめる 

・学びを広げたり、深めたりしながら自ら学び続ける 

  

 

中学校 

《 学びの枝葉を茂らせ、自己実現に向かう時期 》 

・自分に合った学習スタイルを確立する 

・自分で学習課題を見付け、向上心を持って取り組む 

・自己実現に向けて自ら学び自ら考える 

 

 

 

 



 

２ 各学年別自主学習ノートの取り組み 

  （１）ノートの書き方について 

 

◇ 学習した日づけを書きましょう 

     ◇ その日の学習のめあてを書きましょう 

     ◇ 学習の終わりにふりかえりをしましょう 

 

 

  （２）自主学習ノートで取り組める学習内容 

  各学年において、学習できる内容を示しています。 

しかし、あくまでここに示しているものは一例に過ぎません。自主学習ノートは子供たちの興味や関心によっ

て進められるものです。ここには示していないような学習内容に、子供たちが自ら取り組んでくれることを期

待しています。 

 

【低学年】 

学習内容の例 めあての例 

・もじ・かんじの れんしゅう 

・けいさんの れんしゅう 

・九九の れんしゅう 

・かたちあつめ 

・きょうかしょの かずをかえて ふくしゅうする 

・じぶんでぶんしょうもんだいを つくる 

・きょうの できごとを かく 

・かんそうを かく 

（おてつだいのかんそう・サッカーをしたかん

そう・おまつりにいったかんそう など） 

・つうがくろでみつけた はてな 

・はっけんしたことを かく 

・生きものしらべ・かんさつ・ふしぎあつめ 

（図かんや本をつかって） 

・みつけた 花の えを かこう 

・ことばあつめ  

（はるのことば ・“あ”みつけ・さかなのなま

え・ひとりしりとり など） 

・ぶんをつくる 

（は、を、へ、ゃ、ゅ、ょをつかってみよう） 

・きょうかしょの文をうつす（視写） 

・１０ぷんは がんばる 

・１ページがんばる 

・ていねいに 字を かく 

・とめ、はね、はらいに きをつける 

・かんじの つかいかたを べんきょうする 

・まちがえずに けいさんをする 

・たしかめの けいさんもする 

・えやずを かいて かんがえる 

・ていねいに けいさんする 

・えとぶんで きょうのできごとを かく 

・できるだけ たくさん ことばを つなげて しりとりを

する 

・漢字しりとりをする 

・おうちの人としりとりバトルをする 

 

 

めあて・ふりかえりは 

子どもの成長に合わせて

書けるようなものを！！ 



 

【中学年】 

学習内容の例 めあての例 

・漢字・計算の れんしゅう 

・ことばの意味調べ 

・ことわざ・四字じゅく語調べ 

・にんべんの漢字あつめ 

・町で見つけた はてな 

・問題づくり 

・はたらく人に インタビュー 

・○○虫のふしぎまとめ 

・ローマ字をつかう 

・調べがくしゅう  

 ちいき調べ    おうちのごみ調べ 

行事調べ     わかやま調べ  など 

・新聞記事のしょうかい 

・○○図かんづくり 

・学習した漢字は必ず使う 

・辞書を使って ことばの 意味を調べる 

・まちがえたら おなおしをする 

・みんなにチャレンジしてほしいもんだいをつくる 

・かえり道にであった電気の会社の人にしつもんを

してまとめる 

・家の中にあるものをローマ字で書いてみる 

・お話タイムでしょうかいするしんぶんきじをさがし

て はっぴょうするときの 文を かんがえる 

・わたしのすきな○○について くわしく まとめる 

 

 

 

 

 

 

 

【高学年】 

学習内容の例 めあての例 

・テストのまちがい直し 

・自分が読んだ本の意味調べ 

・文章問題の考え方を説明する 

（図や表を使って） 

・銅像について調べる 

・新聞記事からクイズ 

・気になるニュースあつめ 

・新聞記事の読み比べ 

・理科の実験や観察 

・お料理の作り方 

・方言くらべ 

・身近なものを外国語で書いてみよう 

・世界に日本を自慢しよう 

・テストで間違えた問題をもう一度やる 

・地域で見つけた銅像について調べる 

・新聞記事を読んでクイズをつくる 

・新聞のニュースの感想をかく 

・同じニュースについていろんな新聞を読んで比べる 

・○○について実験する 

・家でつくったお料理の作り方を紹介する 

・いろんな都道府県の方言をあつめる 

・わたしの好きな食べ物を○○語で書く 

・日本の文化『おせち料理』を世界に紹介する 

 

 

子供のたちの興味や関心、 

全部が学習内容になるんだね！ 



 （３）自主学習ノートのふりかえり 

    自主学習ノートのふり返りには、これからの学びの姿につながるものを期待します。 

    低学年では「ちゃんとできた」 「むずかしかった」というふり返りをする子どもが、中学年ではできたことに加え、

自分の感想が加えられ、高学年では自分の意見や新たな疑問・課題を見つけ、次への意欲へとつながるも

のであってほしいと願います。 

 

 

（４）９年間を通した学びのステップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『疑問』

『できた』 『わかった』  『むずかしかった』 小学校 

入学 

中学校 

卒業 

「学びのあしあと」は中学校にも

つながっているよ！ 

マナビータ マナビーヌ 



 

 

  がくしゅうした ひを かきます。 が
く
し
ゅ
う
す
る 

き
ょ
う
か
を 

か
き
ま
す
。 

が
く
し
ゅ
う
す
る
と
き
の 

め
あ
て
を 

か
き
ま
す
。 

が
く
し
ゅ
う
し
た
ふ
り
か
え
り
を 

か
き
ま
す
。 

『
え
』
や
『
も
じ
』
な
ど 

か
き
や
す
い 

ほ
う
ほ
う
で 
か
き
ま
し
ょ
う
。 

《ほかにも こんながくしゅうが できます》 

☆ ことばあつめ   ☆ きょうのできごと 

☆ みつけた はなの えを かこう   

☆ ふしぎあつめ   ☆ ひとり しりとり 

《めあてを かんがえるときの ヒント》 

○ とめ、はねに きをつける 

○ １０ぷんかん がんばる 

○ １ぺーじ がんばる  

１ねんせい 

（こくご） 



がくしゅうする きょうかを かきます。 

 

 

  
がくしゅうした ひを かきます。 

が
く
し
ゅ
う
す
る
と
き
の 

め
あ
て
を 

か
き
ま
す
。 

が
く
し
ゅ
う
し
た 

ふ
り
か
え
り
を 

か
き
ま
す
。 

『
え
』
や
『
も
じ
』
な
ど 

か
き
や
す
い 

ほ
う
ほ
う
で 

か
き
ま
し
ょ
う
。 

《ほかにも こんながくしゅうが できます》 

☆ たしざんやひきざんのれんしゅう 

☆ きょうかしょの かずをかえてふくしゅう 

☆ じぶんでもんだいをつくってみよう 

《ふりかえりを かくときの ヒント》 

○ まちがえずに できました 

○ １０ぷんいじょう がんばった 

○ たしかめの けいさんもやった 

１ねんせい 

（さんすう） 



 

 

  がくしゅうした日を かきます。 

が
く
し
ゅ
う
す
る 

き
ょ
う
か
を 

か
き
ま
す
。 

が
く
し
ゅ
う
す
る
と
き
の 

め
あ
て
を 

か
き
ま
す
。 

が
く
し
ゅ
う
し
た
ふ
り
か
え
り
を 

か
き
ま
す
。 

で
き
た
こ
と
や 

む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と 

気
づ
い
た
こ
と
を 
か
き
ま
し
ょ
う
。 

《ほかにも こんながくしゅうが できます》 

☆ きょうかしょの文をうつす 

☆ 生きものについて絵と文でまとめる 

☆ にっきをかく 

《めあてを かんがえるときの ヒント》 

○ ていねいに字をかく 

○ かん字のつかいかたをべんきょうする 

○ しゅうちゅうして 文を うつす 

２ねんせい 

（こくご） 



がくしゅうする きょうかを かきます。 

 

 

  

がくしゅうした ひを かきます。 

が
く
し
ゅ
う
す
る
と
き
の 

め
あ
て
を 

か
き
ま
す
。 

が
く
し
ゅ
う
し
た
ふ
り
か
え
り
を 

か
き
ま
す
。 

お
う
ち
の
方
か
ら
こ
と
ば
を
も
ら
っ
て
か
い
て
も
い
い
で
す
。 

《ほかにも こんながくしゅうが できます》 

☆  かけ算（九九）のれん習 

☆  もんだいづくり 

☆  きょうかしょのかずをかえてふくしゅう 

《ふりかえりを かくときの ヒント》 

○ 図をかいてけい算できた 

○ 自分でまちがい直しができた 

○ ７のだんをおぼえた 

２ねんせい 

（さんすう） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年 
がくしゅうした日とじかんをかいているね 

ことばあつめをしてみよう 

いえのなかにあるものをさがして

みたんだね 

 

きせつのぎょうじについて 

しらべてみるのもいいね 

 

がくしゅうしてよくできたところ 

をじぶんでみつけているね 

がくしゅうしてはじめてしった 

ことがあったんだね 

できたことやわかった

ことをふりかえりに 

かくといいんだね 



 

 

  

３年生 

（国語） 

学習した日を書きます。 

学
習
す
る
教
科
を
書
き
ま
す
。

 

学
習
す
る
と
き
の
め
あ
て
を
書
き
ま
す
。 

学
習
し
た
ふ
り
か
え
り
を
書
き
ま
す
。 

わ
か
っ
た
こ
と
や
む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

《ほかにも こんな学習が できます》 

☆ ことばの意味調べ 

☆ 作文やかんそう文を書く 

☆ じゅぎょうでわかったことをまとめる 

《めあてを 考えるときの ヒント》 

○ 学習した漢字はかならず使う 

○ にんべんのつく漢字をあつめる 

○ 新聞記事のしょうかい文をかく 



べんきょうする きょうかを かきます。 

 

 

  
学習した日を書きます。 

学
習
す
る
教
科
と
め
あ
て
を
書
き
ま
す
。 

学
習
し
た
ふ
り
か
え
り
を
書
き
ま
す
。 

お
う
ち
の
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
工
夫
し
た
こ
と
を
書
い
て
も
い
い
で
す
。 

《ほかにも こんな学習ができます》 

☆ 国語や算数だけでなく、理科や 

社会の勉強もできます。 

☆ きょうみのあることを調べてみよう。 

《ふりかえりを書くときのヒント》 

○ わかったこと、考えたことを書く 

○ むずかしかったこと、かいけつ 

させたいことを書く 

３年生（算数） 



 

 

  

学習した日を書きます。 

学
習
す
る
教
科
と
め
あ
て
を
書
き
ま
す
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
こ
と
や
学
習
し
て
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
を
書
き
ま
す
。 

お
う
ち
の
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
工
夫
し
た
こ
と
を
書
い
て
も
い
い
で
す
。 

《ほかにも こんな学習ができます》 

☆ 生活の中で興味をもったことや行事を 

調べる 

☆ 誰かにインタビューをしてまとめる 

☆ お手伝いの内容をまとめる 

《ふりかえりを書くときのヒント》 

○ 気づいたこと、疑問に思ったことを書く 

○ 次に取り組みたいことを書く 

４年生（ローマ字） 



 

 

 

 

 

  

４年生（新聞記事の紹介） 

記事があった新聞名と日付を書きます。 

学習するときのめあてを書きます。 

『いつ』、『どこで』、『だれが』、『何を』、

『なぜ』、『どのように』を記事から書き

出しましょう。 

ふり返りでは、記事からわかったこと、自分

が考えたこと、気づいたことなどを書きましょう。 

また、記事を読んで自分の意見文を書くこ

ともできます。 

 

記事の中でわからなかった 

言葉は意味調べをします。 

新聞はこども新聞でも大人の新聞でもいいよ！ 

読んだ本のしょうかい文も同じ方法で取り組めますよ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学年 
学校で学習したことから 

ぎもんを見つけたんだね 

絵をかいてみるのも 

わかりやすいね 

 

身近にあるものからきょうみの

あることを調べてみたんだね 

新たに調べたいことが 

みつかったね 

調べてみて分かったことを 

書いているね 

「ちなみに」もいいね！ 

学校で学習したことや 

生活の中から気になることを 

調べてみると 

新しい発見があるかもしれないね 



 

 

  
記事があった新聞名と日付を書きます。 

学
習
す
る
と
き
の
め
あ
て
を
書
き
ま
す
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
こ
と
や
学
習
し
て
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
を
書
き
ま
す
。 

記
事
に
つ
い
て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。 

《ほかにも こんな学習ができます》 

☆ お話タイムで紹介したいニュースを見

つけて、紹介文を書く 

☆ 記事で使われている言葉の意味調べ 

《ふりかえりを書くときのヒント》 

○ 記事からわかったことや疑問に 

思ったことを書く 

○ 次に取り組みたいことを書く 

５年生（新聞クイズ） 



 

 

  

学習した日を書きます。 

学習する教科を書きます。 

学
習
す
る
と
き
の
め
あ
て
を
書
き
ま
す
。 

実
験
で
わ
か
っ
た
こ
と
や
学
習
し
て
気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
ま
す
。 

次
に
調
べ
て
み
た
い
こ
と
や
学
校
で
学
習
し
た
こ
と
を
ふ
り
返
り
と
し
て
書
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

《ほかにも こんな学習ができます》 

☆ 理科の実験だけでなく、生き物の観察 

 も取り組めます。 

☆ きょう味のあることを自分で調べてみよう 

《ふりかえりを書くときのヒント》 

○ わかったこと、考えたことを書く 

○ 気づいたこと、疑問に思ったこと 

 を書く 

５年生（理科） 



 

 

  

記事があった新聞名と日付を書きます。 

学
習
す
る
と
き
の
め
あ
て
を
書
き
ま
す
。 

記
事
か
ら
知
っ
た
こ
と
、
わ
か
っ
た
こ
と
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
な
ど
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

『
い
つ
』『
ど
こ
で
』『
だ
れ
が
』『
何
を
』『
な
ぜ
』『
ど
の
よ
う
に
』
に
注
目
し
て
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
し
ま
し
ょ
う
。 

《ふりかえりを書くときのヒント》 

○ 記事からわかったことや疑問に思ったことを書く 

○ これから取り組みたいことを書く 

６年生（ ） 

各社の記事

を読み比べ

てみよう！ 



 

 

  
６年生（銅像学習） 調べ学習のめあてを書きます。 

自分で調べてみて、わかったことや

次に調べてみたいと思ったことをふり

返りに書きましょう。 

☆ 家族の人や先生、友だちなど、だれかに

紹介するつもりで書いてみよう！ 

☆ 調べた本やサイトをメモに残しておこう！ 

よく探してみると、みんなが暮らす地域には銅

像や碑
ひ

、文化財などがいろいろなところにある

よ！ 

気になるものがあったら調べてみよう！ 

いろいろな方法で調べ学習ができるね！ 

本やインターネットだけでなく、くわしい

人にインタビューするのもいいね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

高学年 

身近なところにあるものから 

疑問を見つけたんだね 

かかった時間を書いてみよう 授業で習ったことを思い出し

て説明をしてみよう 

どんなふうに調べたのか、 

何を使って調べたのかも 

書いておくといいね 

「出典（しゅてん）」って 

いうんだよ 


